
学校番号 ３１１ 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「明解 世界史Ａ」 （帝国書院） 

副教材等 「新版三訂 ダイアローグ世界史図表」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代の社会はどのように成り立っているのか。現在の世界ができるまでに、どのような変遷をたど

ってきたのかを学ぶことによって、現代世界の抱える課題とその解決の道を探ります。 

 

２ 学習の到達目標 

① 近現代史を中心とする世界の歴史について理解します。 

② 諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら、現代の諸課題を歴史的観点から考

察します。 

③ 歴史的思考力を培い、国際社会で主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養います。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に対す

る関心を高め、歴史上

の諸課題について問

題意識を持って意欲

的に追究しているか。 

歴史上の諸課題につ

いて追究してきたこ

とを通して、国際社会

の一員として現代の

諸課題に主体的に関

わろうとする態度を

身に付けているか。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史から課

題を見いだし、世界史

的視野に立って多面

的・多角的に考察して

いるか。 

諸課題について、地理

的条件や日本の歴史

と関連付けながら、国

際社会の変化を踏ま

えて公正に判断して

いるか。 

その諸課題について

歴史的観点から考察

したり判断したりし

た過程や結論を、様々

な方法で適切に表現

しているか。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

ての諸資料を収集

し、有用な情報を適

切に選択することが

できるか。 

資料や情報を効果的

に活用することを通

して歴史的事象につ

いて追究する学び方

を身に付けている

か。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

ての基本的な知識を

身に付けて 

いるか。 

近現代史を中心とす

る世界の歴史につい

て、地理的条件や日

本の歴史と関連付け

ながら理解している

か 

評
価
方
法 

レポート学習 

ノート、発表、討論等

の授業中の活動 

 

定期テスト 

レポート学習 

ノート、発表、討論等

の授業中の活動 

定期テスト 

レポート学習 

ノート、発表、討論

等の授業中の活動 

定期テスト 

レポート学習 

ノート、発表、討論

等の授業中の活動 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

１
部
世
界
の
一
体
化
と
日
本 

世界史へのいざない 

１章 前近代の諸文明 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

a:文明の成立や展開などにつ

いて関心を高め、意欲的に追究

するとともに、人類史について

考えようとしている。 

b:諸文明のや展開について考

察し、判断した過程や結果を適

切に表現している。 

c:文明の成立などに関する資

料を収集し、適切に活用する技

能を身につけている。 

d:人間の進化を把握するとと

もに、諸文明の基本的知識を身

につけている。 

定期テスト 

レポート学習 

ノ ー ト 、 発

表、討論等

の授業中の

活動 

２章 一体化に向かう世界 

３章 欧米の工業化とアジア

諸国の動揺 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

a: 16世紀後半以降のヨーロッ

パとアメリカと世界の関わり

に対する関心を高め、意欲的に

追究し、社会の産業化と国民国

家の形成により近代世界が確

立したことについて考えよう

としている。 

b: 16世紀以降のヨーロッパと

アメリカのアジア進出と諸革

命を考察し、社会の産業化と国

民国家の形成により近代世界

が確立したことを判断して、一

連の思考の過程を適切に表現

している。 

c: 16 世紀以降の資料を収集

し、適切に活用して、社会の産

業化と国民国家の形成により

近代世界が確立したことを考

察する技能を身につけている。 

d: 16世紀以降のヨーロッパと

アメリカと世界について理解

し、その知識を身につけてい

る。 



２
学
期 

２
部
地
球
社
会
と
日
本 

１章 現代世界の芽生えと世

界大戦 

1 節 現在につながる社会の 

     形成 

2 節 第一次世界大戦がもた

らしたもの 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a: 2 度の世界大戦の原因と性

格、平和の意義などに対する関

心を高め、意欲的に追究すると

ともに、20 世紀前半の変化の

様相について考えようとして

いる。 

b: 2 度の世界大戦の原因と性

格、平和の意義について考察

し、20 世紀前半の変化の様相

について考察し、一連の思考の

過程を適切に表現している。 

c: 2 度の世界大戦の原因と性

格、平和の意義と 20 世紀前半

の変化の様相に関する資料を

収集し、適切に活用する技能を

身につけている。 

d: ２度の世界大戦の原因と性

格、戦争と革命による国際秩序

の変化、国際協調とファシズム

について理解し、その知識を身

につけている。 

 

定期テスト 

レポート学習 

ノ ー ト 、 発

表、討論等

の授業中の

活動 

3 節 "民族自決"を求めて 

4 節 経済危機から第二次 

    世界大戦へ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 



３
学
期 

 

２章 冷戦から地球社会へ 

 

課題学習 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

a: 第二次世界大戦後の米ソを

中心とする両陣営間の対立や、

アジア・アフリカ諸地域でみら

れた民族独立運動の展開、平和

共存と多極化の進展などを通

して、1970 年頃までの世界の

大きな動向について関心を高

め、意欲的に追究し、考え、国

際社会に生きる日本人として

の自覚をもとうとしている。 

b: 第二次世界大戦後の米ソを

中心とする両陣営間の対立や、

アジア・アフリカ諸地域でみら

れた民族独立運動の展開、平和

共存と多極化の進展などを通

して、1970 年頃までの世界の

大きな動向について考察し、判

断した過程や結果について適

切に表現している。 

c: 第二次世界大戦後の米ソを

中心とする両陣営間の対立や、

アジア・アフリカ諸地域でみら

れた民族独立運動の展開、平和

共存と多極化の進展などを通

して、1970 年頃までの世界の

大きな動向に関する資料を収

集し、適切に活用する技能を身

につけている。 

d: 第二次世界大戦後の米ソ両

陣営の対立、アジア・アフリカ

の民族運動と植民地支配から

の独立、平和共存と多極化の進

展などを通して、1970 年頃ま

での世界の大きな動向につい

て理解し、その知識を身につけ

ている。 

定期テスト 

レポート学習 

ノ ー ト 、 発

表、討論等

の授業中の

活動 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


